
島田市民憲章

さやかなる大井川 (おおいがわ)
越 (こ)すに越 (こ)されぬは昔 (むかし)のこと　今 (いま)では　心 (こころ)の架 (か)け橋 (はし)が市民 (しみん)を結 (むす)ぶ
山並 (やまな)みに汽笛 (きてき)が響 (ひび)き　お茶 (ちゃ)香 (かお)る　健 (すこ)やかなくらし
[bookmark: _GoBack]尊敬 (そんけい)・信頼 (しんらい)・感謝 (かんしゃ)のもとに　みんなで幸 (しあわ)せ分 (わ)かち合 (あ)うまち　島田市 (しまだし)
歴史 (れきし)と伝統 (でんとう)を重 (おも)んじ　明日 (あす)への飛躍 (ひやく)を願 (ねが)いながら
思 (おも)いやりにあふれる　誰 (だれ)にでも優 (やさ)しいまちづくりを目 (め)指 (ざ)し
わたしたちは　ここに市民 (しみん)憲章 (けんしょう)を謳 (うた)う


わたしたち島田 (しまだ)市民 (しみん)は

しぜん　文化 (ぶんか) そして 人権 (じんけん)を　尊 (とうと)びます
まつり　スポーツ そして 子育 (こそだ)てを　楽 (たの)しみます
だれもが　歴史 (れきし) 産業 (さんぎょう) そして 協働 (きょうどう)を　讃 (たた)えます
しごと　学習 (がくしゅう) そして 健康 (けんこう)づくりに　励 (はげ)みます

みんなで創 (つく)ります　わたしたちのふるさと　わたしのまち島田 (しまだ)
